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１．これまでの進捗

「新成長戦略実現会議の開催について」（平成２２年９月７日閣議決定）に基づき、アジアを
中心とする旺盛なインフラ需要に対応して、インフラ分野の民間企業の取組を支援し、国
家横断的かつ政治主導で機動的な判断を行うため、「パッケージ型インフラ海外展開関係
大臣会合」開催

１：概要

議長 内閣官房長官
構成員 総務大臣、外務大臣、財務大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、

環境大臣及び国家戦略担当大臣
事務局長 議長の指名する内閣官房副長官

※ 必要に応じて、関係大臣その他関係者も出席

２：メンバー

９月２８日 第１回 総論
１０月 ６日 第２回 原子力について
１０月２２日 第３回 ベトナムについて
１１月１６日 第４回 鉄道について
１１月２６日 第５回 水について
（年内予定） 第６回 横断的事項について

３：開催実績･予定
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２．成果

日越首脳共同声明＜抜粋＞

・・・ベトナム政府がニントゥアン省の原子力
発電所第２サイトにおける２基の建設の協
力パートナーに日本を選ぶことを決定した
旨確認した。

・・・菅直人内閣総理大臣は、・・・この計画
のフィージビリティ・スタディの実施、同プロ
ジェクトへの低金利で優遇的な貸付け、高
い安全基準の下での最先端技術の利用、
技術移転と人材育成・・等・・・条件を満た
すことを保証した。

ベトナムにおける原子力発電所プロジェクト

○ インフラプロジェクト専門官等の指名による海外の体制拡充
○ ＪＢＩＣにおける先進国向け投資金融の業務範囲拡充

政府による支援措置

ベトナム

ラオス

タイ

カンボジア

ニントゥアン省

フォックディン
（第１サイト）→ロシアに決定

ビンハイ
（第２サイト）
→日本に決定

ベトナムの原子力発電所建設予定地
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３．今後の取組

○ 分野別戦略、地域別戦略、横断的・構造的問題等のテーマを定めて検討
○ 個別の重点プロジェクトについても議論

今後の検討事項

① 在外公館における情報収集力の強化・共有化
－「インフラプロジェクト専門官」の指名
－海外ネットワーク機能の強化

② 政府によるパッケージング
－各省単独ではパッケージ化できない総合的な取組方策の検討

③ トップセールス
－総理や担当外大臣によるトップセールスの強化
－官民一体となった積極的アプローチ

④ 関係政府機関の機能強化
－ＪＢＩＣの機能拡充（先進国向け輸出金融等）、組織の在り方
－ＪＩＣＡ海外投融資再開

政府全体としての取組


